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プレスリリース資料 

2019年 8月 30日（金）15：00 

京都経済記者クラブ 

 

2019 年（令和元年）8 月 30 日 

    エムケイ株式会社 

 

緊急時にお客様とドライバーを守る 

全国８都市１７００台に災害対応用品車載へ 

 

エムケイ株式会社（本社：京都市南区、社長：青木信明）は、全国５都市（京都・東京・

名古屋・滋賀・札幌）の MK タクシー・ハイヤー全車１３２０台に災害対応用品セットを

車載いたしました。また、その他営業しております３都市（大阪・神戸・福岡）４４０台に

つきましても、現在車載の準備を進めております。 

昨年、大阪北部地震、西日本豪雨、台風２１号、北海道胆振東部地震など、甚大な自然災

害が相次いだことから、自然災害の脅威に対する備えの重要性を再認識し、非常時の社内体

制を整備して参りました。特にお客様乗車中に被災し、運行継続が困難な状況に備え今回の

取り組みを実施いたしました。 

 

■＜災害対応用品概要＞ 

 株式会社カスタネット（本社：京都市南区）のご協力を得て、災害発生時に緊急性の高い

下記備品を選定いただきました。 

 

 ○マルチポンチョ （トイレ等でも使用） 

 ○非常用簡易トイレ       ○ポケットティッシュ 

○伝言用紙及びシール      ○水、非常食（クッキー） 

○カイロ            ○ウェットティッシュ 

○エイトバンセット       ○軍手 

○ガードマスク         ○手ぬぐい 

◯シューズカバー 

 

 ※詳細は別紙ご参照下さい。以上のものを専用ボックスに入れています。 

 ※夏期高温になるトランク内でも保管可能なものを車載しています。 
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■＜その他の災害対策＞ 

 また、車両以外についても災害時に備え、ＢＣＰ（事業継続計画）の一環として以下の取

り組みを実施しております。 

□ 営業所等 約３０拠点への自家発電機の設置 

□ 各拠点へのＵＰＳ（無停電電源装置）の設置 

□ 本社並びに各営業所等の拠点へ食糧、防災グッズの備蓄 

□ 社員及び乗車中のお客様の被災状況を把握するための安否確認システムの導入 

 

 

■＜過去の災害発生時の取組＞ 

  これまで、平成７年の阪神淡路大震災の際は無料タクシーを派遣し、平成２３年の東日

本大震災や平成２８年の熊本地震では地元の障害者施設へプロボウリング大会の収益か

らチャリティ金を寄贈するなどの活動を行ってまいりました。昨今の災害発生時には自

治体への協力で、タクシー車両を被災地へ派遣する機会もあり、タクシーにも災害への

「備え」が必要であることを強く感じ、今回の取組に至っております。 

 

 

■＜問合せ＞ 

エムケイ㈱ 経営企画部 土居（どい） 電話０７５－５５５－３１８６ 
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